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二層人工降雨斜面崩壊実験における自然電位変動
Self-potential variation in the rainfall-induced landslide flume test with two-layered sands
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近年，集中豪雨の頻度が増加するにつれて，斜面崩壊の発生件数も増加する傾向にある．降雨に起因する斜面崩壊過
程を把握し，斜面の監視や崩壊を予測することは重要な課題である．そこで我々は自然電位（Self Potential＝ SP）法に
よる斜面崩壊の早期予測システムの開発を試みている．自然電位法は，地中に設置した電極を用いて自然に発生した電
位を受動的に測定する手法であり，コストが安く，広範囲にわたり観測を行えるという利点がある．
測定された自然電位と地下水動態，斜面崩壊の関係性を調査するために，人工降雨斜面崩壊実験をこれまでに複数回

行っている．その結果から，以下のようなことがわかっている．
(1)飽和域が広がっている場所では，低電位域が広がっている．
(2)水の流動方向が斜面に対して垂直な方向から，平行な方向に変化する．
(3)飽和域の自然電位変動の傾向は，動水勾配によって理論的に説明できる．
(4)斜面崩壊が発生する二～三十分前から斜面が大きく動き出し，自然電位の transientな変動が始まる．
これまでの人工降雨斜面崩壊実験は均一な土層を用いて行ってきた．しかし，実斜面は均一な土層ではなく，これま

で得られた結果が実斜面で必ずしも反映されるとは限らない．そこで本研究では，人工降雨斜面崩壊実験の土層の圧密
を変化させ二層にし，より実斜面に近い状態で実験を行った．
詳細は講演時に述べる．
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